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旧横浜ゴム平塚製造所記念館の指定管理候補者選定について 

 
１ 施設について 

（１）名称 旧横浜ゴム平塚製造所記念館 
（２）設置目的（募集要項より抜粋） 

国の登録有形文化財(建造物)に登載されている「旧横浜ゴム平塚製造所記念館」という明治
時代の洋風建造物を市民の貴重な歴史的財産として保存・活用し、価値ある文化財として将

来にわたって継承していくこと。 

 

２ 募集等について 

（１） 募集の周知 
   平成３０年７月１日（日） ホームページ及び広報紙に公募施設名及び募集期間等を掲載 
（２）募集要項等の公表（ホームページに掲載、担当課での配布） 
   平成３０年７月１３日（金）～平成３０年８月３０日（木） 
（３）現地説明会 
   平成３０年８月２日（木） 
（４）質問受付期間 

平成３０年８月２日（木）～平成３０年８月１３日（月） 
（５）申請書提出期間 
   平成３０年８月２０日（月）～平成３０年８月３０日（木） 
 
３ 指定期間 

  平成３１年（２０１９年）４月１日～平成３６年（２０２４年）３月３１日（５年間） 
 
４ 申請団体 

１ 団 体 
（１）八幡山の洋館運営管理共同事業体（ＮＰＯ法人ひらつか八幡山の洋館を活かす会、平塚

市ビルメンテナンス業協同組合） 
 
５ 選定等 

（１）選定方法  
平塚市指定管理者選定等委員会において、提出資料、プレゼンテーション及びヒアリング 
による審査を実施 

（２）開 催 日  
平成３０年１０月４日（木） ≪現地視察８月２８日（火）≫ 

（３）委員 ８人   庁内委員４人：井上副市長、企画政策部長、総務部長、社会教育部長 
           外部委員４人：大学教授、税理士、会社経営者、社会保険労務士 
（４）結果 
 ア 選定団体 
 指定管理候補者：八幡山の洋館運営管理共同事業体  
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イ 選定評価  
別紙補足資料「旧横浜ゴム平塚製造所記念館指定管理候補者プロポーザル集計最終結果」

のとおり 
 ウ 選定基準及び申請団体評価 
（ア）選定基準     

第１基準 
各委員の採点結果において、得点を配点の 6割（120点）以上とした委員が過半数※１で 
あり、かつ全委員の得点を合計した総得点が配点合計の 6割※２以上となっている。 

第２基準 候補者の中で最高得点団体を指定管理候補者とする。 

※1「委員が過半数」…5人 ※2「配点合計の 6割」…960点 
 
（イ）申請団体評価 

申請団体 

第１基準 

第２基準 結果 
配点の６割以上の得

点とした委員の数 

（委員総数８人） 

総得点 

（1600点満

点） 

基準 

八幡山の洋館 

運営管理共同事業体 
７人（８人中） １１０１点 満たす ― 

指定管理候補者 

として選出 

 
エ 審議の要旨 
≪八幡山の洋館運営管理共同事業体（指定管理候補者）に係る意見概要≫ 
・日常イベントは熱心に行われているが、施設の維持管理やメンテナンスについては、近隣で文

化財の火災等が発生していることを考慮して、警備会社との契約内容へ緊急出動について組み

込むことや、消防との連携を緊密にするといった体制を市も協力しながら積極的に指導してい

くべき。また、団体もそうしたことを念頭に置き、指定管理業務にあたって欲しい。 
 
オ 総括 

   申請団体１団体の評価・採点の結果、「平塚市指定管理者制度運用の手引き」に定める第１

基準をクリアし、第２基準は応募が１団体のみであったことから適用しないため、「八幡山の

洋館運営管理共同事業体」を指定管理候補者とする。 
 
                                       以 上 

 



配点

管理運営方針が、当該施設の設置目的、施設の特性及び市の求める指定管理者像に合致しているか。（得点：評価×２） 80 60

団体等の持つノウハウ等の強みを活かした意欲的な提案で、受託に向けての熱意が感じられるか。（得点：評価×１） 40 32

サービス向上及び利用促進、地域の活性化等、発展性のある独創的で魅力的な取組が提案されているか。（得点：評価×２） 80 58

適切な利用者への接客・応対、社会的弱者への配慮や、利用者の公平、公正な利用が確保される提案となっているか。（得点：評価
×２） 80 58

利用者のニーズ等を収集し、それを反映する仕組みや、トラブル、苦情処理の適切な対応と未然防止・再発防止に向けた具体的な方
策が示されているか。（得点：評価×１） 40 27

ホームページや広報紙等を活用し、積極的な情報提供による利便性の向上や利用者増に向けた取組を提案しているか。（得点：評価
×１） 40 29

施設及び設備の保守点検、備品等の管理、施設清掃・植栽等の維持管理、計画的な修繕等、法令等に基づいた適正な業務計画となっ
ているか。
（得点：評価×１）

40 24

廃棄物の処理方法と合わせて、省エネルギー対策やごみ減量への取組等、環境法令を踏まえた環境負荷低減への取組が提案されてい
るか。（得点：評価×１） 40 26

業務の一部を外部委託する場合、業務の実施や履行確認等、管理指導の体制が整っているか。（得点：評価×１） 40 26

文化財保護法に基づく国登録文化財の趣旨を正しく理解し、文化財の活用を前提とした維持・管理の取組が提案されているか。（得
点：評価×２） 80 56

緊急時・災害時の連絡体制、役割分担等が明確となっており、事態を想定した研修・訓練等の取組が提案されているか。（得点：評
価×１） 40 23

安全管理、衛生管理、危機管理等の徹底に向けたマニュアルの整備、全職員の対応力の平準化や意識啓発に向けた取組が提案されて
いるか。（得点：評価×１） 40 26

実施業務に即した職員配置等（人数、専門職、勤務体制、責任体制）であり、法令等に基づく雇用・労働条件等を管理監督する体制
を有しているか。（得点：評価×１） 40 28

従事職員の資質向上や人材育成に係る取組は、効果的かつ適正なものであるか。（得点：評価×１） 40 27

市、関係機関、地域団体等との有効な連携・協力体制を確保できる提案となっているか。（得点：評価×１） 40 31

管理運営にあたり、関係法令等の遵守、情報公開及び個人情報保護に対する適切な運用方針が示されているか。（得点：評価×１） 40 26

当該経費の積算や執行に係る考え方が示され、適正な経理処理が見込めるか。（得点：評価×２） 80 52

各年度の収支計画は、事業計画等に基づく積算の根拠が明確に示され、無理や漏れ等のない確実なものであるか。（得点：評価×
２） 80 54

2
コスト縮減等 民間のノウハウが発揮され、創意工夫による効率的な管理運営の取組や、コスト縮減に向けた提案が示され、高い実効性が認められ

るか。（得点：評価×８） 320 216

申請団体の経営方針、コンプライアンス、環境配慮等については受託者としてふさわしいか。（得点：評価×２） 80 54

長期間確実に管理運営を行える安定的な財政基盤を有しているか。（得点：評価×２） 80 52

業務を遂行できる適切な団体構成と役割分担であり、当該施設、類似施設における業務経験や指定管理者としての実績があるか。
（得点：評価×２） 80 58

市内に事業所等がある他、本市の施策に合致する取組の推進、多様な連携や支援が可能な状況にあるか。（得点：評価×２） 80 58
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サービス向上及び利用促進の取組

八幡山の洋館運営管理共同事業体
小項目（審査の視点）
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提案の基本的な考え方・姿勢
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